
人
の
移
動
や
物
流
の
中
心
と
な
っ
た
鉄
道

は
県
内
に
も
多
く
の
路
線
が
作
ら
れ
ま
し
た

が
、
交
通
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
伴
っ
て
次
第

に
現
在
の
形
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

人
々
の
暮
ら
し
と
共
に
変
化
し
て
き
た
地

元
の
鉄
道
と
駅
は
、
今
日
も
人
の
流
れ
を
見

守
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
文
責
＝
堀
之
内
）

国
分
駅
と
名
前
を
変
え
ま
す
。
翌
年
、
地
名

が
隼
人
町
に
変
わ
る
と
再
度
改
名
さ
れ
、
隼

人
駅
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
６（
１
９
３
１
）
年
に
は
霧
島
神
宮

駅
が
開
業
。
翌
年
に
は
西
都
城
駅
か
ら
北
永

野
田
駅
ま
で
延
伸
し
て
き
た
国
都
東
線
が
霧

島
神
宮
駅
と
つ
な
が
り
、
西
都
城
―
隼
人
間

が
全
通
、
小
倉
か
ら
九
州
東
岸
を
南
下
す
る

日
豊
本
線
に
編
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
時
に
、
そ
れ
ま
で
日
豊
本
線
で
あ
っ
た

都
城
―
吉
松
間
が
分
離
さ
れ
、
吉
都
線
に
名

称
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
番
新
し
い
路
線

市
内
で
一
番
新
し
い
路
線
は
、
志
布
志
―

国
分
を
つ
な
ぐ
大
隅
線
で
す
。
大
隅
方
面
か

ら
海
岸
沿
い
に
延
伸
さ
れ
た
古
江
線
が
国

分
ま
で
達
し
大
隅
線
と
な
っ
た
の
は
昭
和
47

（
１
９
７
２
）
年
の
こ
と
で
、
市
内
に
は
東
か

ら
大
廻
駅
、
大
隅
福
山
駅
、
敷
根
駅
、
銅
田

駅
、
金
剛
寺
駅
と
続
き
国
分
駅
ま
で
つ
な
が

り
ま
し
た
。
待
望
の
開
通
で
し
た
が
、
交
通

手
段
と
し
て
徐
々
に
自
動
車
が
普
及
し
た
結

果
、
大
隅
線
は
昭
和
62（
１
９
８
７
）年
に
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。

霧
島
市
に
は
、
日
豊
本
線
と
肥
薩
線
の
二

つ
の
鉄
道
路
線
が
通
っ
て
い
ま
す
。

市
内
を
東
西
に
走
る
日
豊
本
線
に
は
、
西

か
ら
隼
人
駅
、
国
分
駅
、
霧
島
神
宮
駅
、
北

永
野
田
駅
が
あ
り
ま
す
。
隼
人
駅
で
分
岐
し

北
へ
向
か
う
肥
薩
線
に
は
、
南
か
ら
日
当
山

駅
、
表
木
山
駅
、
中
福
良
駅
、
嘉
例
川
駅
、

霧
島
温
泉
駅
、
植
村
駅
、
大
隅
横
川
駅
と
並

び
、
市
内
に
は
現
在
、
合
計
11
カ
所
の
駅
が

あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
市
内
の
鉄
道
や
駅
は
、
初
め
か

ら
こ
の
編
成
だ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

鹿
児
島
線

市
内
に
鉄
道
が
通
り
、
駅
が
開
業
し
た
の

は
１
２
０
年
以
上
前
の
こ
と
。
明
治
34（
１
９

０
１
）年
、
県
内
初
の
鉄
道
と
し
て
鹿
児
島
駅

か
ら
国
分
駅
を
結
ぶ
鹿
児
島
線
が
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
国
分
駅
は
現
在
の
隼
人
駅
の

こ
と
で
、
当
時
は
駅
周
辺
が
西
国
分
村
と
い

う
地
名
で
あ
っ
た
た
め
、
国
分
駅
と
い
う
名

前
が
つ
い
た
の
で
し
ょ
う
。
明
治
36（
１
９
０

３
）年
に
線
路
が
吉
松
駅
ま
で
延
び
、
嘉
例
川

駅
・
横
川
駅（
現
・
大
隅
横
川
駅
）が
開
業
。
こ

The gatew
ay to local history

霧
島
市
の
鉄
道
と
駅

大隅福山駅跡地にある鉄道記念公園と
線路跡に整備された道路

最新鉄道地図普及版の一部（昭和31年発行） 出典元：日本の旅・鉄道見聞録

の
時
建
て
ら
れ
た
両
駅
の
駅
舎
は
今
も
現
役

で
、
当
時
の
風
情
を
伝
え
て
い
ま
す
。

明
治
42（
１
９
０
９
）年
に
国
分
と
熊
本
県・

八
代
間
が
全
通
す
る
と
、
福
岡
県
の
門
司
港

駅
か
ら
つ
な
が
る
鹿
児
島
本
線
に
編
入
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
昭
和
２（
１
９
２
７
）
年
に

八
代
駅
か
ら
海
岸
沿
い
に
鹿
児
島
駅
へ
至
る

路
線
が
で
き
る
と
、
そ
ち
ら
が
鹿
児
島
本
線

と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
路
線
は
分
離
さ
れ
肥

薩
線
に
な
り
ま
し
た
。

先
日
開
業
し
た
仙
厳
園
駅
の
よ
う
に
、
路

線
開
通
後
に
も
駅
が
整
備
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

明
治
41（
１
９
０
８
）年
に
は
牧
園
駅（
現
・
霧

島
温
泉
駅
）が
貨
物
駅
と
し
て
、
大
正
９（
１

９
２
０
）年
に
は
表
木
山
駅
が
信
号
所
と
し
て

開
業
し
、
そ
の
後
旅
客
の
駅
と
し
て
も
利
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
32（
１
９

５
７
）年
に
は
植
村
駅
、翌
年
に
は
中
福
良
駅・

日
当
山
駅
が
新
設
さ
れ
、
現
在
あ
る
駅
が
出

そ
ろ
い
ま
し
た
。

国
都
西
線
・
東
線

昭
和
４（
１
９
２
９
）
年
、
都
城
方
面
へ
向

か
う
国
都
西
線
の
駅
と
し
て
、
国
分
村
に
国

分
駅
が
作
ら
れ
る
と
、
初
代
の
国
分
駅
は
西
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